
情報収集の
仕組みを構築

地域の

課題の同時
解決

自転車利用促進のためのプラットフォーム形成（イメージ）

プラットフォーム

○WEBサイトの運営
○相互参照の場、交流の場の形成
エネルギー
健康、スポーツ
観光・交流
地域環境の改善
教育 など

※プラットフォームの全体像と参画メリットの
見える化と運営について

○WEBサイトの運営
・カテゴリーごとの活動紹介
・関連情報の提供

将 来

（bikebiz）

ＮＧＯ、ＮＰＯ

企業

専門家

スポーツチーム

行政

住民

参加主体による

自立的な運営

○相互参照・交流の場の提供

中国四国地方環境事務所

当面（平成30、31年度）

ＮＧＯ、ＮＰＯ

企業

専門家

スポーツチーム

行政

住民

地域課題の
同時解決

自転車利用による環境と地域社会の課題の同時解決の視点による各主体間の
パートーシップの充実・強化を図る。

具体的
活用例
を示す

我が国が抱える環境・経済・社会の課題は相互に連関・複雑化
ＳＤＧｓ、パリ協定等、時代の転換点ともいえる国際的潮流

現状・課題認識

分野横断的な６つの「重点戦略」（経済、国土、地域、暮らし、
技術、国際）を設定
環境リスク管理等の環境保全の取組は、「重点戦略を支える
環境政策」として揺るぎなく着実に推進

施策の展開

・ 環境基本計画とは、環境基本法第15条に基づき、環境の保全に関する総合的かつ長期的な施策の大綱等を定めるもの。

・ 計画は約６年ごとに見直し（第四次計画は平成24年4月に閣議決定）。

・平成29年2月に環境大臣から計画見直しの諮問を受け、中央環境審議会における審議を経て、平成３０年４月９日に答
申。

・答申を踏まえ、平成３０年４月１７日に第五次環境基本計画を閣議決定。

○各地域がその特性を生かした強みを発揮
→地域資源を活かし、自立・分散型の社会を形成
→地域の特性に応じて補完し、支え合う

地域循環共生圏

相互に連関・
複雑化経

済
社
会

環境

環境・経済・社会の
統合的向上

我が国が抱える課題 国際的な潮流
SDGs パリ協定の採

択

（資料：国連広報センター）

パリ協定が採択されたＣＯＰ２１の
首脳会合でスピーチする安倍総理
（写真：首相官邸ＨＰより）

大きく考え方を転換
(パラダイムシフト)

時代の
転換点

SDGｓの考え方も活用し、環境・経済・社会の統合的向上を
具体化
・環境政策による、経済社会システム、ライフスタイル、技術など
あらゆる観点からのイノベーション創出や、経済・社会的課題の
同時解決に取り組む
・将来にわたって質の高い生活をもたらす「新たな成長」につなげていく
地域資源を持続可能な形で活用
・各地域が自立・分散型の社会を形成し、地域資源等を補完し
支え合う「地域循環共生圏」の創造を目指す
幅広い関係者とのパートナーシップを充実・強化

これらを通じて、持続可能な循環共生型の社会
（「環境・生命文明社会」）を目指す

持続可能な社会に向けた基本的方向性

第五次環境基本計画の概要 参 考

自転車利用促進の情報基盤（プラットフォーム）形成について 資料４
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自転車利用促進のためのプラットフォーム形成（想定フロー）

ＮＧＯ、ＮＰＯ

企業

専門家

スポーツチーム

行政

住民

WEBサイトの運営

中国四国地方環境事務所

2018年度

2019年度

2020年度
以降

事例紹介の
ページ開設

相互参照・交流の場の提供

意見交換会の開催

意見交換会の開催×

プラットホーム形成

×

地域の主体による自主自立の運営

事例収集

事例を更新・拡充

中国四国地方環境事務所事例紹介の
Webサイトの必要性について
意見交換及び情報共有・発信基盤をプ
ラットフォームとして考えているが、その
ほか望ましいプラットフォーム機能

地域の各主体が連携して運営するプラ
ットホームに関する意見及び課題

4

意見交換会で議論をお願いしたいこと


